




【要旨】目的:アメリカでの DiabetesControlandComplicationsTdal(DCCT)研究で重症低血

糖症(SH)頻度の増加が問題となった。そこで、1)国内多施設からのインスリン依存型糖尿

病(IDDM)小児の SH(他者の援助が必要な低血糖)の頻度および強化インスリン療法(HT)と

の関係2)同一施設約10年間隔でのSH頻度、出現時間、推定される原因の変化を検討した。

方法:1)多施設からの症例 521 名(男 225 名;女 296 名、年齢 7～21 歳、罹病期間 1～17.3

年)の 1 男 6～1997 年の SH と HbAlc・インスリン療法との関連を調査。2)一施設で SH の変

化につき病歴より検討。1980 年代はすべて通常インスリン療法(CIT)で、1990 年代は約 50%

が IIT。結果:1)多施設での検討;SH 頻度 115 名(ll%ノ年)、0.26 回患者/年。SH あり群とな

し群で HbAlc とインスリン使用量に差なし。IIT 群(187 名、36%)と CIT 群で SH 頻度に差な

し。2)一施設での検討;SH 増加なし。1980 年代 1ggo 年代ともに出現時間は夜間から早朝に

多く、原因は不明が多かった。考案:本邦での SH 頻度は諸外国と比べ高くなかった。また、

IIT は SH の増加因子ではなかった。SH の予防には更なる患者教育が必要と考えられた。 


